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作業進捗報告書

作成日：16年10月　　日

	案件名
	読字・書字障害児へのタブレットPC利用と指導改善

	受注者名　勝美印刷株式会社

	期間
	16年9月1日　～16年9月30日
	作成者
	三原義男
	責任者
	成田　滋

	今月の予定：

研究協議で以下の事柄を協議する。

1　教材開発あたっての細かい仕様の決定
2　漢字教材に埋め込むイラストの選定と著作権問題

3　教材制作スケジュールの再確認

4　研究指定校の選定　

5　研究協議の開催方法--対面とネット上での協議方法



	今月の実績：

第4回研究協議で教材作成にあたっての仕様に関し、以下のことが決まった。

1　学習履歴の保存は、保存、再生、リセットのボタンをつけて指導する先生の便宜を図る。

2　書字練習の通過点の数は文字によって異なる。尾崎氏にはとりあえず、【し】のサンプルのような仕様で作っていただき、その後田中さんらがフラッシュでチューニングする。

3　文字のイラストは引き続き田中さんに選択してもらい、随時GETAの書簡箱やMLで周知してもらう。

漢字の画像見本は以下にアップしてある。これらのイラストは田中氏が作成のものである。

http://netclass-aozora.kir.jp/jasen/data/kanjipic.htm
4　Flashの購入希望は尾崎さんから出ている。

5　教材のサンプルは、以下で参照できる。

http://netclass-aozora.kir.jp/jasen/kanji-pic.htm
6　タブレットPCの入荷は、一度ではなく取り寄せられる台数から購入する。台数は8台と決定した。

7　三木市立三木養護学校長の安立千秋氏と加西市立泉小学校石野恵子教諭が研究分担者となる。

8　富士通の文教ソリューション事業本部の神谷俊範主任よりタブレットPCの活用に際しての技術的助言を受けられることになった。　

9　コンピュータ教育開発センターの南仁氏をMLに追加した。これを使ってニューズレターも配信している。また、グループウエアGETAのEスクエア・アドバンスのページにも登録した。
10　　次回の研究協議は10月3日（日）午後9時からとする。

	問題点：

・教材開発の時間的な制約があり、研究実践校へのタブレットPCの貸し出しが遅れるかもしれない。

・三木市立三木小学校から研究指定に対する断りが届いた。


	対策：

・教材ができ次第、ＰＣにインストールし実践校で活用してもらう。

・三木市での実践については、保護者と直接連絡をとりあい、教材の活用を図ることを考える。
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